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①：予定

の

どおり

養成講習会の実

他

施により、ジュニア・

　

リーダーとして地区行

】

事等に積極的に参画で

【

きる青少年が多く生み

協

出され、本市の青少年

働

健全育成施策にジュニ

：

ア・リーダーの活動が

】

大きく寄与している状

目

況が一層形成されてき

的

た。

Ａ：成果があがっ

・

た

目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

ジュニア・リーダー育

類

成事業

健康・こども部

ハ

　青少年課

01－03 ー0105－01000 ド0 ○ ●

01 基本目標１

ソ

　　豊かな心をはぐく

フ

み、よろこびとふれあ

ト

いにあふれたまち
総合

根

計画の
01 ①〈人間力

拠

〉　一人一人の心のや

法

さしさ、学ぶ意欲、生

令

きる力をはぐくむ
位置

等

付け
01 1 いのちを

対

大切にする心をもち､

象

社会性や規範意識を身

・

につける環境をつくる

受 市内在住の中高生

□ □

益

□ □ ジュニア・リーダ

者

ーほか

市内中高生が、

事

青少年リーダーとして

業

の必要な知識や技術を

期

習 リーダーとしての知

間

識や技術を習得するた

委

め講習会を開催しま
得

託

するとともに、子ども

、

会などの地域活動へ積

協

極的に参加する す。ま

働

た、ジュニア・リーダ

【

ーズ・クラブ入会者に

委

は、地域行
ことで、子

託

どもたちがいきいきで

：

きる明るいまちづくり

3

に役立 事への参加機会

セ

を提供し、リーダーと

ク

しての資質向上を図り

・

ま
っています。 す。

養

財

成講習会開催回数 回

－

団

8 8 8

8

ジュニア・リ

企

ーダー養成達成率 ％

養

業

成講習会を終了した者

Ｎ

のうち、ジュニア・リ

Ｐ

ーダーズクラブへ加入

Ｏ

した講習生の割合
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位

ーダー養成講習会の人

施

気は高いが、修了後に

策

ジュニア・リーダーズ

へ

クラブに入会する修了

の

生が減少傾向にあるの

貢

で
、ジュニア・リーダ

献

ーの魅力ややりがいな

高

どが講習生に一層伝わ

市

るよう、講座内容等を

民

工夫する必要がある。

満

講習会、県外交流講習

足

会、県外交流講習会、

度

県外交流

体験事業など

を

の開体験事業などの開

高

体験事業などの開

催 催

め

催

0 0 0 0 0 0 0

0 0

る

49 62 0 0 0

0 0 0

方

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

策

0

0 0 1,169 1,

業

326 1,408 0 0

有

0 0 1,218 1,3

効

88 1,408 0 0

0

性

.00 0.00 86.

継

51

0.00 0.00

続

0.60 0.60 0.

に

60 0.00 0.00

よ

0.00 0.00 0.

る

00 0.00 0.00

成

0.00 0.00

0 0

果

5,035 5,035

向

5,035 0 0

0 0 6

上

,253 6,423 6

の

,443 0 0

● ○ ○ ○

可

○ ○ ○

平成19年度は

能

養成達成率の目標が達

性

成できたため、現状規

低

模での取組を進めたい

そ

。　　　

ジュニア・リ

の

ーダーズ・クラブは、

他

そのＯＢ・ＯＧ組織で

事

あるシニア・リーダー

業

ズ・クラブの指導を受

の

けており、また、ジュ

目

ニ
ア・リーダーズ・ク

的

ラブ内部においても先

､

輩リーダーの指導で組

対

織が引き継がれている

象

面があるため、今後も

､

ジュニア・リーダ
ーの

内

養成からクラブのサポ

容

ートまでを継続的に進

分

め、運営の活性化に努

高

めていく必要がある。

受

ジュニア・リーダーの

益

活躍を求める子ども会

者

を始めとす
る地域団体

負

の要請が高く、また、

担

そのジュニア・リーダ

､

ーを養成する講習会は

補

、必要不可欠なもので

助

あることか
ら、今後も

額

事業を現状規模で継続

妥

していく。

当性 中
業務の執行体制(人員配置､業務分担)

低
その他

析
業務プロセス改善による効率化の方策

高
コスト削減の可能性

効率性 中
事業手法(民活の余地､事業形態の検討)

低
その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

■ 養成講習生の募集に

出

多数の申し込みがあり

総

、市民のニー
●■ ズは

合

高い。また、ジュニア

評

・リーダーの活動は本

価

市の青

■ 少年健全育成

市

に大きく寄与しており

民

、地域社会への貢献 ○

ニ

□ という目的も達成さ

ー

れている。

■ 養成講習

ズ

会によりジュニア・リ

高

ーダーとして地区行事

事

等
●■ に積極的に参加

業

できる青少年が数多く

目

生み出され、関係

■ 団

的

体への協力や地域社会

の

への参加を通じ、明る

達

いまちづ ○
□ くりに役

成

立っている。

■ 少子化

状

や核家族化の進展で、

況

青少年が大人と接する

必

機会
●

■ が減少し、青

要

少年の健全育成が難し

性

くなってきているが
○

市

■ 、そうした中で、青

の

少年をリードできる青

関

少年を育成す
○

□ るこ

与

とは、施策として十分

の

な妥当性がある。

□ 青

必

少年の健全育成につい

要

ては、その性質上、コ

性

ストの効
○

□ 率性の観

低

点で捉えるのは適切で

事

ないが、公益法人等と

そ

の
●

■ 連携が進めば、

の

より一層の活動活性化

他

につながる可能性
○

□

上

はある。

ジュニア・リ




